










要約:高校生 1716 人を対象に家族歴調査を行い、10 歳区分年代別の各成人病既往歴率を

算出し、次いでロジスティック解析により年齢の違いによる既往歴率の差をオッズ比とし

て得た。これを基に家族の年齢が 5歳異なることによって生じる既往歴率のリスク比を算

出したところ、高血圧歴で 1.36 ・虚血性心疾患歴で 1.37、脳卒中歴で 1.35、糖尿病歴で

1.30、高脂血症歴で 1.08 となった。高脂血症を除き家族の年齢が 3 歳以上違えば、その

ことのみから生じる家族歴リスクの差は無視できないほど大きく、家族歴評価においては

何らかの方法で家族の年齢をコントロールする必要性のあることが示された。


